








































































状計測装置 (オー ジス・レンジファインダ。RFX‐Ⅳ?オー ジス総研、大阪、以
下液晶レンジファインダ)を用いた。ハードウエァ構成は計測ヘッド、画像処
理装置、モニタ、ワークステーション (SIIN SPARCstationLX3からなる (図
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特徴点    略号 定義
1ナジオン N  指定した領城中で基準前頭面・・ に対し最前方の点群 (各水平方向曲線にお
(ソフト・ナジオン)      いて)のうち最後方の点
2鼻尖点 四  指定した領城■において基準前頭面・・ に対し最前方の点
3ポゴニオン       Pg 指定した領城中において基準前頭面“に対し最前方の点
(ソフト・ポゴニオン)
o3次元曲率を用いて抽出した点
特徴点    略号 定義
1鼻翼溝最上方点   G.sup平均2乗曲率にて抽出した鼻翼溝点群中、趾 方の垂直方向曲線において
経方向曲率が最大の点
2鼻翼基部       Gル腱 平均2乗曲率にて抽出した鼻翼溝点群中、指定した連 標値‐・で経方向曲
率が最大の点
3鼻翼溝最外側点    G.lat 平均2乗曲率にて抽出した鼻翼溝点群中、最側方の水平方向曲線において
横方向曲率が最大の点
4難基部       Col 指定した連 標値・・・で経方向曲率が最大の点
5鼻翼陥凹点      Al.dip平均2乗曲率にて抽出した鼻翼溝点群中、最前方の点
6口裂中央点      Sto ttQの中点の理 標値で縦方向曲率が最大の点
③ RGB値の判別分析により抽出した点
特徴点    略号 餞
1内E■Att        En 指定した範囲・・・・ でRGB画像を判別分析により2値化し、正の点群の内
最内方の点
2口角点         Ch 指定した範囲・・・中でRGB画像を判別分析により2値化し、正の点群の内
最外方の点




・   :手動 (マウス)でポインティングした点を中心とする10x10点の領城 (約5mmx5Ellm)
。・  :左右内限角およびポゴニオンを結んだ平面 (図10
・・・  :手動 (マウス)でポインティングした点の藤




特徴点    略号
1 鼻孔最上方点  Nos.sup 指定した範囲中でRGB画像を判別分析により2値化し、正の点群を鼻孔
ファイルとし、その中で最上方の点
2 鼻子L最下方点  Nos.inf l.で求めた鼻孔ファイルの点群の内、最下方の点
3 鼻子L最内側点  Nos.mes l.で求めた鼻孔ファイルの点群の内、最内方の点
4 鼻子L最外側点  Nos.lat l.で求めた鼻孔ファイルの点群の内、最外側の点
5鼻子L長軸上方点  Laosup l.で求めた鼻孔ファイルの点群より最長距離の2点を抽出し、その内の
上方の点
6鼻子L長軸下方点  La.inf l.で求めた鼻7Lファイルの点群より最長距離の2点を抽出し、その内の
下方の点
7鼻子L短軸内側点  Sa.mes l.で求めた鼻子Lファイルの点群より長軸に垂直方向で最長距離の2点を
抽出し、その内の内側の点





3次元的距離  En‐En   N‐pm     Lt‐Lt
NCol     pm‐Col       (r)Lt‐Lb
Gosup‐G.sup   (1)Lι‐Lb
G.lat―G.lat    Col‐Lb
G.basc―G.base   Lb‐Sto
pm‐(うG.lat    ←)Ch‐G.basc
横方向への偏位  N    (ぅG.base   (r)Ch
(正中からのずれ) pm    (1)G.base    o)Ch
(c)鼻孔形状計測項目上下方向の距離  En‐pm   Enくr)G.sup   En‐Lb
En‐Col    En‐(1)G.sup     En‐←)Ch
En‐(r)G.base   En‐(1)Ch
En‐(1)G.basc






pm‐(1)G.lat  (1)Ch‐G.base    矢状面 に投影 した角度 N‐prn‐Col      pm‐ColL¨b     Col‐Lb‐Sto
Col‐(うG.basc   (r)Ch‐Lt P2‐N‐Dm
Colく1)G.basc (1)Ch‐Lt      軸面に投影 した角度 En‐Enに対する角度  G。lattrn‐G.lat    Ch‐Lb‐Ch








距離的計測項目  長径 ca.sup―L.i呻  短径 (Sa.meS‐Sanaゅ 短径/長径比
高さ(Nos.sup‐Nosim 幅oos.meS‐Nos.lao 幅/高さ比
角度的計測項目  左右長軸角前後方向の距離  N‐pm   N‐(ぅGosup   N‐(うCh
N‐Col    Nく1)Gosup     N¨(1)Ch
pm‐Col   NくうG.basc  (r)Ch‐Lt



























































































































































































































































































































































































































































0.38    0.63
0。29    0。33
0.40    0.55
0.33    0.50
0.29    0.24
0。74    0.92
0.10    0.24
0.00    0.00
0.41    0.26
0.23    0.39














女 児 男 児


































































































































女 児 男 児











































































































































































































女 児 男 児
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0.3591■    0.6129●●
0.2455     0.5119●●
En‐En  G.loO‐G.lol G.b●
“
















En―E●     00996    0.2943●
0.234      0.1285
G hrG lat   ‐°・0507   ‐002∞
0.1288     0.1618
0.3050■
‐0.0317
‐0.0609       0.4273●●
0.0072       0.5563●中
顔
面 G base‐G.b"c O.0785
03                 0.1377
‐0.0716
0.1874
‐0.0210    ‐0.0398
0.0661     ‐0.1873
‐0.C661     ‐0.0451
0.0454     ‐0.0520
0.0703     0.0565     ‐0 208
05119●中   02465     ‐0.1512
03236中   o.6941中¨
0.5899ウ'  0.7897中
+
0.1330    0.5189''  0.4539■中
0.4720ⅢⅢ  O.3247'   0.3640+
0.3228■   0.3206Ⅲ   04320■     0.2663





0.0845     0.0920     ‐0.2084
0.4373●●  ‐00335    ‐0.0395
‐01205    ・0.1789    ‐0.2317
‐Q0800     0.3806●    0.1104
0.3524●   0.3755●中  o.2259
0.2213    0.4874■'  04883●●
0.0031    0.1409    0.0499
0.3401中   0.1237    0.0651
0.1124    0.3828
0.1195    0.4167'中
0.0440   ‐ .0583       0.0347
193    0.0027       ‐0.2552
‐0.0154
0.1218
0.0678     ‐0.0676
0.4259■    0.3374●
0.0310    02361     0.0731
0.4419●●  0.3291■   0.1440
0.3389'   0.4202●中     0.2063    0.0968





0.2082     02673     ‐ .0338
0.3924     0.2015    ‐ 0388
‐0.0731    ‐0.0356    ‐0.1815
‐0.1246    ‐0.1782    ‐0.1821
‐00103    0.3246'   0.119       。.0440    °・2178
0.5009●●  0.4089●●  04220ⅢⅢ    O.2656    0.4658。中
0.1677    0.1678    0.0809      ‐0.0143   ‐0.18 7
00125    0.0591    ‐0.0473     0.0303   ‐0.1512
0.4625'●  0.3064■      0.4658中中
0 900''  0.0818       0.5038
‐0.1007    0.3126●     ‐0.0806   ‐0.0498
‐0.2455    0.1380       ‐0.3389■  ‐0.3376中
Col‐pm
上段は男:Eの増関係‖ でれは二:口の輌・・ ″軋
表14.健常乳児における計測項目間の相関係数
